












【要約】児童生徒について、食生活習慣・ライフスタイルと肥満度、総コレステロール値

およぴ血圧との関連性を分析することを目的とした。食生活習慣・ライフスタイルの中で

総コレステロール・血圧と関連のあった因子は食事の速さのみであり、食事の速さが早い

ほど収縮期血圧が高い結果であった。肥満については、男子では外食の頻度が多く食事も

速食いであるが、間食の頻度の少ない人の方が肥満者率が高く、女子では食事が速食いで

運動をあまりしないが、間食の頻度の少ない人の方が肥満者率が高い結果であった。運動

の有無、間食の摂取頻度については肥満児であることより間食の制限、運動がしにくいと

いったことが考えられ因果関係ははっきりしないが、食事の速さ、外食については因果関

係の逆転は考えにくく、特に食事の速さは収縮期血圧とも関連性が高いので、小児への運

動・栄養指導をする上での重要な指導ポイントとなりうると考えられる。


